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森の中の三角トイレ小屋

（左の図）トイレ小屋の設計図　（写真）トイレ小屋制作中の様子。当初計画していた位置を変更して、基礎から新設した

（左の写真）購入したバ
イオトイレのシステムが
到着。給排水や電源も
不要で、完全自立循環
を実現する　（右上）小
屋の壁を漆喰で仕上げ
る　（右下）小屋の中に
置かれたバイオトイレ

活動概要と活動対象範囲
　活動の拠点となるエコビレッジ
「森に出会う町・キッコリータウン」
は、新発田市月岡にある里山です。
　長年放置され荒廃が進んでいまし
たが、当団体が地道に①森林整備、
②ナチュラルビルディング（自然と
調和する建造物）制作、③環境教育
の3つの活動を並行しながら進め、
持続可能な暮らしのために必要な
機能を少しずつ設えてきました。本
事業では、活動当初に描いたエコ
ビレッジ構想の中から、森と人の暮
らしをつなげるバイオトイレの設置
を実施します。

活動に至った理由や背景
　2017年の秋より開園した「ぐーる
りの森のこどもえん」が大きな反響
を呼び、大勢の子供たちが森に訪
れるようになりました。その結果、
課題として浮上してきたのがトイレ
問題です。
　森のエリアにはトイレがなく、隣
接する商業施設のものを借用してい
ました。ところが駐車場を横断しな
ければならないことや、不特定多数
の人の中に紛れてしまうことなどリ
スクが高く、子供たちの安全のた
めにも森のトイレを切望する声が上
がりました。

地域・コミュニティ活動助成

ECO village SHELTER project
新潟県新発田市

森の循環物語─バイオマストイレの設置と
一体になった里山の森林整備活動

団体設立経緯
　2012年、代表・荻原が「子供
たちに残すべきものは何か」を自ら
に問い、個人の活動として「ECO 
village SHELTER project」という
名でプロジェクトをスタートさせまし
た。持続可能な生活スタイルを探
求し、それを伝えようと活動を進め
ていくうちに、次第に同志が集まり、
2014年3月に同名のまま任意団体と
して規約などを定め設立。2016年
春より、新潟県新発田市月岡の森
を山主より借用する形で整備しはじ
め、エコビレッジづくりを進めてい
ます。

活動内容と成果
1. バイオトイレの小屋制作と設置
●視察と計画の変更
　2019年4月に利害関係者である
商業施設の店舗オーナー（兼・活動
山林所有者）らの会議に出席し、バ
イオマストイレの設置やそのメリッ
ト・デメリットについて説明しました。
「バイオトイレの臭いがどの程度の
ものか想像しかねるため、その点に
おいては慎重に進めてほしい」との
意見をいただきましたが、プロジェ
クト自体の進行については概ね承
諾を得ることができました。その後、
すぐに県内にあるバイオトイレの会
社に相談に行きましたが、予算など
が合わず断念しました。
　任意団体ゆえに、代表や担当者
の個人の本業が多忙な時期が来て
しまい、次に相談に伺うタイミング
が取れず、なかなかバイオトイレの
制作に取り掛かることができません
でした。9月にようやく県内の別の
1社に相談し、これまでに設置に関
わった施設2カ所を見学。実際の臭
いや使用状況、メンテナンスにつ
いて知ることができました。
　1つは森のようちえんを開催して
いる私有地の森の中にあるコンポス
トトイレで、いわゆる“ぼっとん便所”
のスタイル。もう1つは山の登山口に
設置されたもので、海外では家庭
用や別荘用に用いられている簡易
でコンパクトなトイレのシステムを導
入していました。どちらも使用者や
地元の有志によりきれいに管理され
てはいましたが、商業施設の方々の

立場で見たときに、少し臭いがこも
るのが気になりました。
　当初は森の正面入り口にある既
存の小屋の基礎を活かし、改修し
てトイレ小屋にする計画でした。し
かしこの見学をもとに、商業施設側
からの要望や、立地条件に見合っ
たバイオトイレの位置やシステムに
ついて再考したところ、少し外れた
畑や堆肥置場があるエリアに新設
することに変更しました。またバイ
オトイレ会社の方から、少量の電
力があれば臭いがこもる問題を改善
できるとアドバイスいただいたので、
予算の都合上、容量（1日の使用回
数）は少なくなってしまうものの、森
でも導入可能な太陽光発電（12V）
により、分解が進むよう撹拌する装
置を取り付けることにしました。
●トイレ小屋の制作
　遅れていたトイレ小屋の制作作業
は、11月下旬からスタートしました。
デザインはこれまで作り上げてきた
エコビレッジの景観に調和するよう

に、三角屋根の小さな山小屋風の
ものにしました。
　大工を本業とするとするメンバー
が基礎となる部分を作り、他メン
バーの有志が塗装や材料運びなど
の補助作業でサポートしました。12
月末の時点で小屋が立ち上がり、バ
イオトイレを仮置き。年が明け1月か
ら、扉と明かり窓の制作、浸透マス・
換気口の取り付け、壁の漆喰作業
や装飾を順次施し、2月初めに施工
を完了させることができました。
　新潟の冬の屋外での施工は作
業が中断したりして、なかなか思う
ようにはかどらない部分もありまし
た。それでも異例の暖冬のおかげ
もあり、雪に埋もれて動けなくなっ
てしまうことがなかったのは幸いで
あったと感じています。ただ冬期間
は発酵力が落ちることや、太陽光
発電による撹拌力もあまり期待でき
ないため、バイオトイレの使用は子
供たちのみに限定し、必要に応じ
た最小限の開放に留めました。
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（上の写真）森のこどもえんの畑で育てた大根を収穫
（下の写真）育てて収穫した藍を材料に、絞り染め体験

（上の写真）落ち葉かきワーク
ショップ　（下左）集めた落ち
葉は堆肥置き場に入れて腐
葉土に　（下右）落ち葉の分解
を促進するカブトムシの幼虫

ECO villageの全体構想図。
太陽光や風力、水力など
自然エネルギーを活用し、
自給自足の循環型コミュニ
ティの実現を目指す

コビレッジ構想についても知っても
らう機会を創出できたと感じていま
す。加えて、バイオトイレそのもの
の機能的で環境的な価値を広める
ことにも寄与できたのではないかと
思っています。
2. 出るモノ入るモノワークショップ
の開催
　現代の子供たちのほとんどは、
水洗トイレしか知りません。「ご飯を
食べる、排泄する、水で流す…あー
きれいになった！」というのが、い
つもの気にも留めない一連の流れ
でしょう。「その続きはどうなってい
るのでしょうか？」、「そもそも食べ
ているご飯はどのようにできている
のでしょうか？」、「それでは土とは
畑とは一体なんなのでしょう？」…
そうした問いを、森に来る子供たち
やその保護者らに投げかけながら、
「トイレを見つめれば森の循環が見
えてくる」をテーマに、バイオトイレ
の設置・稼働に関わる森林整備や
畑づくりの作業を、ワークショップ
形式で進めていきました。

　太陽光パネルを設置し、本格的
に稼働するのは4月以降、特にゴー
ルデンウィーク頃の来場者が最も多
い時期にオープンし、バイオトイレ
を広く周知できるような場を作りた
いと考えていました。しかし新型コ
ロナウイルスの影響もあり、大々的
なお披露目は叶いませんでした。
　一方で、SNSにてバイオトイレ完
成について発信したところ、それを
見た方々から、「こんなに立派なト
イレは見たことがない！ しかもバイ
オトイレで畑の栄養になるとは理想
的だ」という声や、「写真で見た感
じでは、ここに住みたい！ バイオト
イレを家に導入できないか考えてい
て、今度お邪魔したい」というような
声が多く届きました。システムを購
入した会社の方からは、「仕事柄た
くさんのバイオトイレを見てきたが、
これがナンバーワンです。独創的で
ありながら機能的」との評価をいた
だくことができました。
　このバイオトイレの設置プロジェ
クトを通して、それを含む我々のエ

●畑作業の回
　団体メンバーの有志が集まり、荒
地を開墾して小さな畑が数カ所集ま
るエリアを作りました。団体の定例
活動日に加え、ぐーるりの森のこど
もえんや夏休みこどもキャンプなど
の会合や催しの中で、野菜や特用
植物（藍、へちま、綿）の種まきや苗
植え、水やりといった野良仕事を体
験。そこで収穫したものを材料に用
いて、野外調理や染め体験、保存
食づくりを実施しました。
　抜いた草や食べられない部分、
収穫後の苗などは、できる限り畑
に戻すため、堆肥置き場に運ぶよ
うにしました。作業や収穫など様々
な畑の体験を楽しみながら、参加
者のみなさん一緒に「ゴミとは資源
とは何か」を考え、森の生き物と人
の暮らしの循環サイクルを共有でき
たと感じています。
●落ち葉かきの回
　バイオトイレを使用していくに当
たり欠かせないのは、排泄物の分
解を促す森の腐葉土です。11月には

「森の落ち葉かき」を設定し、バイオ
トイレで用いる腐葉土にするための
落ち葉をみんなで集めました。また
お楽しみ企画として、落ち葉焚きで
焼き芋体験をしました。
　落ち葉が里山の暮らしにどれだけ
大事な資源であるのかを体験を通し
て感じてもらい、腐葉土ができたら
バイオトイレに使うことや畑に入れ
ることなどを伝え、次の季節の機会
へつなげることができました。11月
の落ち葉かきの回の参加者は一般
25名、スタッフ9名の計34名でした。
　集めた落ち葉はワークショップの
終了後、かつて制作したものの活用
しきれていなかった堆肥置き場に
入れ、腐葉土生産場を設けました。
作業中、土の中からからたくさんの
カブトムシの幼虫が出てきたため、
腐葉土生産場に引っ越しさせるよう
にして落ち葉の分解を助けてもらっ
ています。夏になったらカブトムシ
捕りを通して、子供たちの興味のあ
るものから循環が学べる企画を開
催したいと考えています。

課題と解決方策
　バイオトイレにこもる臭いの問題
を考慮して太陽光パネルを導入し

たことにより、1日に使用できる回
数自体が少なくなってしまいました。
そのため、土日や週末の混雑時に
は、主催イベントの開催中、参加し
ている子供たちに限り開放している
状況です。また、同時並行で展開し
ている森林整備活動により活動の
エリアが広がっていること、森への
来訪者は順調に増えていることなど
から考えても、今回設置した場所か
ら離れた、より森の奥のエリアにもト
イレの設置の必要性を感じています。
　予算上の制約もあり、今回導入し
たシステムのメカニズムを再度研究
し直し、より簡易かつ原始的で、さ
らに環境への負荷を抑えられる「移
動式穴掘りコンポストトイレ」の設置
を検討したいと思います。そうした
トイレであっても、子供たちが抵抗
なく使えるように、これまで以上に

排泄や分解、循環、里山の暮らし
について作業を通して学べる場を作
り、エコビレッジづくりへの理解と
仲間意識を育んでいく予定です。

今後の予定
　2020年4月、養鶏を辞めざるを
得なくなったお宅から鶏を引き取
り、19羽の仲間が増えました。鶏
舎の制作は2020年度の大きなプロ
ジェクトに当たります。
　これも活動当初からあったエコビ
レッジ構想の中の1つの要素となり、
助成活動で実現したバイオトイレや
堆肥置場、畑作業などと同じ、大き
な循環サイクルの中にあるものです。
助成いただいたバイオトイレをしっか
りと稼働させ、ワークショップを継
続しながら、エコビレッジの暮らし
を益々充実させていく予定です。

ECO village SHELTER project
2014年3月設立／メンバー数：16人／代表者：荻原 学（おぎはら・まなぶ）
shelter@tiny.jp　 shelter.tiny.jp
www.facebook.com/SHELTER.P/

私たちは、持続可能な生活スタイルを探し共有することを目的に、①森
林整備、②ナチュラルビルディング制作、③環境教育の3つの活動を柱に、
あらゆるものが循環するエコビレッジ（コミュニティ）をつくっています。


